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矢作川水系 内外水統合の浸水想定図（1/10規模降雨）
【現況河道】

１．説明文
（１）この浸水想定図は、流域治水の推進を目的として、国管理河川に加えて都道府県管理河川や雨水出水による氾濫についても考慮し

たものであり、年超過確率１／１０（毎年、１年間にその規模を超える降雨が発生する確率が１／１０（１０％））の降雨により浸水した場
合に想定される、浸水範囲と浸水深を表示した図面です。

（２）この浸水想定図は、現況の矢作川等の河道や洪水調節施設、下水道及び各種排水路の整備状況等を勘案して、年超過確率１／１
０（毎年、１年間にその規模を超える降雨が発生する確率が１／１０（１０％））の降雨に伴う洪水による矢作川等の氾濫及び雨水出水
による氾濫が発生した場合の浸水の状況をシミュレーションにより算出したものです。

（３）このシミュレーションの前提となる降雨や河道条件、地形条件等によって結果は異なり、あくまでも一つのシミュレーション結果ですの
で、この浸水想定区域内に含まれていない地区においても浸水が発生する場合や想定される水深が実際の浸水深と異なる場合があ
ります。

（４）この浸水想定図は、前提となる降雨の確率規模や時空間分布、計算手法等の違いにより、洪水浸水想定区域図や内水浸水想定区
域図、河川整備計画の策定時又は各種事業計画立案時に事業効果を説明するために用いたシミュレーション結果等とは異なる場合
があります。

２．基本事項等
別紙1参照

※この多段階の浸水想定図は流域治水の推進を目的としたものであり、水防法に基づく図ではありません。

「国土地理院の電子地形図25000 『河和』『半田』『刈谷』『鳴海』『名古屋南部』『名古屋北部』『吉田』『蒲郡』『西尾』『幸田』『安城』『岡崎』『知立』『豊田南部』『平針』『豊田北部』『瀬戸』『猿投山』を掲載」

この地図は、国土地理院長の承認を得て、電子地形図25000（国土地理院）を加工して作成「測量法に基づく国土地理院長承認（使用）R7JHs960 」

対象となる河川
矢作川流域

付図



令和8年3月18日公表年月日(１)

国土交通省中部地方整備局
・豊橋河川事務所：矢作川水系矢作川流域

作成主体及び
対象となる流域

（２）

左岸：愛知県豊田市川田町二丁目二十九番地先から海まで
右岸：愛知県豊田市荒井町松島三百二十一番四地先から海まで

【豊橋河川事務所】
矢作川水系矢作川

実施区間
「国管理河川の
みを記載、他河
川は付図参照」

（３）

年超過確率1/10(対象河川流域の2日の総雨量２２１mm）矢作川水系矢作川

算出の前提と
なる降雨

（４）

年超過確率1/10(対象河川流域の24時間総雨量２０５mm）矢作川水系鹿乗川、家下川、安永川、籠川

年超過確率1/10(対象河川流域の24時間総雨量２０２mm）矢作川水系矢作古川・広田川

年超過確率1/10(対象河川流域の2日の総雨量２４６mm)矢作川水系乙川

年超過確率1/10(対象河川流域の24時間総雨量１９３mm）矢作川水系青木川

年超過確率1/10(対象河川流域の24時間総雨量１９８mm）矢作川水系巴川

年超過確率1/10(対象河川流域の24時間総雨量２０２mm）矢作川水系加茂川、市木川

年超過確率1/10(対象河川流域の24時間総雨量１８６mm）その他河川及び下水道等【鹿乗川流域】

年超過確率1/10(対象河川流域の24時間総雨量１９２mm）その他河川及び下水道等【矢作古川・広田川流域】

年超過確率1/10(対象河川流域の24時間総雨量１８６mm）その他河川及び下水道等【乙川流域】

年超過確率1/10(対象河川流域の24時間総雨量１９２mm）その他河川及び下水道等【家下川流域】

年超過確率1/10(対象河川流域の24時間総雨量１９３mm）その他河川及び下水道等【青木川流域】

年超過確率1/10(対象河川流域の24時間総雨量１９８mm）その他河川及び下水道等【巴川流域】

年超過確率1/10(対象河川流域の24時間総雨量１８５mm）その他河川及び下水道等【安永川流域】

年超過確率1/10(対象河川流域の24時間総雨量１８５mm）その他河川及び下水道等【加茂川流域】

年超過確率1/10(対象河川流域の24時間総雨量１８５mm）その他河川及び下水道等【市木川流域】

年超過確率1/10(対象河川流域の24時間総雨量１８７mm）その他河川及び下水道等【籠川流域】

矢作川、鹿乗川、西鹿乗川、矢作古川、広田川、須美川、安藤川、占部川、砂川、柳川、相見川、尾浜川、赤川、
乙川、伊賀川、家下川、青木川、真福寺川、巴川、安永川、加茂川、市木川、籠川、水無瀬川：現況
※矢作川水系の流入河川・派川を対象としています。

河道条件（５）

・施設条件：現況
・その他の計算条件等：このシミュレーションは、一部の下水道等の排水施設は一定の排水能力があるものとみ
なし、地形の高低差などから浸水が想定される範囲やその深さを求めたものであり、時間経過に伴う下水道等の
排水施設への流入や溢水を考慮した詳細なシミュレーション結果とは想定される水深・浸水継続時間が異なる場
合があります。
：下水道等のシミュレーションにおいては、排水先の水位を対象降雨に応じた水位に設定
：排水ポンプ・水門・樋門等は操作規則に応じた排水条件を設定

下水道等条件（6）

岡崎市、碧南市、豊田市、安城市、西尾市、幸田町関係市町（7）

①この図は、対象となる主要河川（洪水予報河川及び水位周知河川）・その他河川（主要河川以外の一級・二級
河川）・下水道等（準用河川、普通河川、各種排水路）で越水・破堤した場合の浸水想定範囲を図示しています。
②この図は、対象となる矢作川水系の河川の河口から上流において、一定の条件で越水・破堤させたときの氾濫
解析結果を基に作成したものです。
③氾濫計算は、対象区間をおよそ25m間隔の格子（計算メッシュという）に分割し、これを1単位として水深を計算
しているため、微地形による影響が反映できない場合があります。
④洪水浸水想定区域は、氾濫計算結果から計算メッシュ毎の想定浸水位を算出し、隣接する計算メッシュとの連
続性や連続盛土構造物（道路や鉄道の盛土など）等を考慮して図化しています。
⑤下水道等の氾濫解析については、氾濫域のメッシュ格子に直接降雨（降雨量に流出率を乗じた値）を与える手
法としており、浸水範囲が過大となるおそれがあるため、10cm未満のメッシュ格子は「浸水なし」と評価しています。
⑥この図は、矢作川洪水浸水想定区域図（想定最大規模）の浸水範囲のうち矢作川流域を対象として作成してい
ます。
なお、解析モデルの設定にあたり、矢作川洪水浸水想定区域図（想定最大規模）の浸水範囲以外もモデル化・図
化している場合があります。

その他
計算条件等

（8）

別紙1

２．基本事項等



矢作川水系 内外水統合の浸水想定図（1/30規模降雨）
【現況河道】

１．説明文
（１）この浸水想定図は、流域治水の推進を目的として、国管理河川に加えて都道府県管理河川や雨水出水による氾濫についても考慮し

たものであり、年超過確率１／３０（毎年、１年間にその規模を超える降雨が発生する確率が１／３０（３％））の降雨により浸水した場
合に想定される、浸水範囲と浸水深を表示した図面です。

（２）この浸水想定図は、現況の矢作川等の河道や洪水調節施設、下水道及び各種排水路の整備状況等を勘案して、年超過確率１／３
０（毎年、１年間にその規模を超える降雨が発生する確率が１／３０（３％））の降雨に伴う洪水による矢作川等の氾濫及び雨水出水に
よる氾濫が発生した場合の浸水の状況をシミュレーションにより算出したものです。

（３）このシミュレーションの前提となる降雨や河道条件、地形条件等によって結果は異なり、あくまでも一つのシミュレーション結果ですの
で、この浸水想定区域内に含まれていない地区においても浸水が発生する場合や想定される水深が実際の浸水深と異なる場合があ
ります。

（４）この浸水想定図は、前提となる降雨の確率規模や時空間分布、計算手法等の違いにより、洪水浸水想定区域図や内水浸水想定区
域図、河川整備計画の策定時又は各種事業計画立案時に事業効果を説明するために用いたシミュレーション結果等とは異なる場合
があります。

２．基本事項等
別紙2参照

※この多段階の浸水想定図は流域治水の推進を目的としたものであり、水防法に基づく図ではありません。

「国土地理院の電子地形図25000 『河和』『半田』『刈谷』『鳴海』『名古屋南部』『名古屋北部』『吉田』『蒲郡』『西尾』『幸田』『安城』『岡崎』『知立』『豊田南部』『平針』『豊田北部』『瀬戸』『猿投山』を掲載」

この地図は、国土地理院長の承認を得て、電子地形図25000（国土地理院）を加工して作成「測量法に基づく国土地理院長承認（使用）R7JHs960 」

対象となる河川
矢作川流域

付図



令和8年3月18日公表年月日(１)

国土交通省中部地方整備局
・豊橋河川事務所：矢作川水系矢作川流域

作成主体及び
対象となる流域

（２）

左岸：愛知県豊田市川田町二丁目二十九番地先から海まで
右岸：愛知県豊田市荒井町松島三百二十一番四地先から海まで

【豊橋河川事務所】
矢作川水系矢作川

実施区間
「国管理河川の
みを記載、他河
川は付図参照」

（３）

年超過確率1/30(対象河川流域の2日の総雨量２６６mm)矢作川水系矢作川

算出の前提と
なる降雨

（４）

年超過確率1/30(対象河川流域の24時間総雨量２７７mm）矢作川水系鹿乗川、家下川、安永川、籠川

年超過確率1/30(対象河川流域の24時間総雨量２４８mm）矢作川水系矢作古川・広田川

年超過確率1/30(対象河川流域の2日の総雨量３１２mm)矢作川水系乙川

年超過確率1/30(対象河川流域の24時間総雨量２３６mm）矢作川水系青木川

年超過確率1/30(対象河川流域の24時間総雨量２４１mm）矢作川水系巴川

年超過確率1/30(対象河川流域の24時間総雨量２７３mm）矢作川水系加茂川、市木川

年超過確率1/30(対象河川流域の24時間総雨量２３４mm）その他河川及び下水道等【鹿乗川流域】

年超過確率1/30(対象河川流域の24時間総雨量２２６mm）その他河川及び下水道等【矢作古川・広田川流域】

年超過確率1/30(対象河川流域の24時間総雨量２３０mm）その他河川及び下水道等【乙川流域】

年超過確率1/30(対象河川流域の24時間総雨量２３９mm）その他河川及び下水道等【家下川流域】

年超過確率1/30(対象河川流域の24時間総雨量２３６mm）その他河川及び下水道等【青木川流域】

年超過確率1/30(対象河川流域の24時間総雨量２４１mm）その他河川及び下水道等【巴川流域】

年超過確率1/30(対象河川流域の24時間総雨量２４６mm）その他河川及び下水道等【安永川流域】

年超過確率1/30(対象河川流域の24時間総雨量２４６mm）その他河川及び下水道等【加茂川流域】

年超過確率1/30(対象河川流域の24時間総雨量２４６mm）その他河川及び下水道等【市木川流域】

年超過確率1/30(対象河川流域の24時間総雨量２４１mm）その他河川及び下水道等【籠川流域】

矢作川、鹿乗川、西鹿乗川、矢作古川、広田川、須美川、安藤川、占部川、砂川、柳川、相見川、尾浜川、赤川、
乙川、伊賀川、家下川、青木川、真福寺川、巴川、安永川、加茂川、市木川、籠川、水無瀬川：現況
※矢作川水系の流入河川・派川を対象としています。

河道条件（５）

・施設条件：現況
・その他の計算条件等：このシミュレーションは、一部の下水道等の排水施設は一定の排水能力があるものとみ
なし、地形の高低差などから浸水が想定される範囲やその深さを求めたものであり、時間経過に伴う下水道等の
排水施設への流入や溢水を考慮した詳細なシミュレーション結果とは想定される水深・浸水継続時間が異なる場
合があります。
：下水道等のシミュレーションにおいては、排水先の水位を対象降雨に応じた水位に設定
：排水ポンプ・水門・樋門等は操作規則に応じた排水条件を設定

下水道等条件（6）

岡崎市、碧南市、豊田市、安城市、西尾市、幸田町関係市町（7）

①この図は、対象となる主要河川（洪水予報河川及び水位周知河川）・その他河川（主要河川以外の一級・二級
河川）・下水道等（準用河川、普通河川、各種排水路）で越水・破堤した場合の浸水想定範囲を図示しています。
②この図は、対象となる矢作川水系の河川の河口から上流において、一定の条件で越水・破堤させたときの氾濫
解析結果を基に作成したものです。
③氾濫計算は、対象区間をおよそ25m間隔の格子（計算メッシュという）に分割し、これを1単位として水深を計算
しているため、微地形による影響が反映できない場合があります。
④洪水浸水想定区域は、氾濫計算結果から計算メッシュ毎の想定浸水位を算出し、隣接する計算メッシュとの連
続性や連続盛土構造物（道路や鉄道の盛土など）等を考慮して図化しています。
⑤下水道等の氾濫解析については、氾濫域のメッシュ格子に直接降雨（降雨量に流出率を乗じた値）を与える手
法としており、浸水範囲が過大となるおそれがあるため、10cm未満のメッシュ格子は「浸水なし」と評価しています。
⑥この図は、矢作川洪水浸水想定区域図（想定最大規模）の浸水範囲のうち矢作川流域を対象として作成してい
ます。
なお、解析モデルの設定にあたり、矢作川洪水浸水想定区域図（想定最大規模）の浸水範囲以外もモデル化・図
化している場合があります。

その他
計算条件等

（8）

別紙2

２．基本事項等



矢作川水系 内外水統合の浸水想定図（1/50規模降雨）
【現況河道】

１．説明文
（１）この浸水想定図は、流域治水の推進を目的として、国管理河川に加えて都道府県管理河川や雨水出水による氾濫についても考慮し

たものであり、年超過確率１／５０（毎年、１年間にその規模を超える降雨が発生する確率が１／５０（２％））の降雨により浸水した場
合に想定される、浸水範囲と浸水深を表示した図面です。

（２）この浸水想定図は、現況の矢作川等の河道や洪水調節施設、下水道及び各種排水路の整備状況等を勘案して、年超過確率１／５
０（毎年、１年間にその規模を超える降雨が発生する確率が１／５０（２％））の降雨に伴う洪水による矢作川等の氾濫及び雨水出水に
よる氾濫が発生した場合の浸水の状況をシミュレーションにより算出したものです。

（３）このシミュレーションの前提となる降雨や河道条件、地形条件等によって結果は異なり、あくまでも一つのシミュレーション結果ですの
で、この浸水想定区域内に含まれていない地区においても浸水が発生する場合や想定される水深が実際の浸水深と異なる場合があ
ります。

（４）この浸水想定図は、前提となる降雨の確率規模や時空間分布、計算手法等の違いにより、洪水浸水想定区域図や内水浸水想定区
域図、河川整備計画の策定時又は各種事業計画立案時に事業効果を説明するために用いたシミュレーション結果等とは異なる場合
があります。

２．基本事項等
別紙3参照

※この多段階の浸水想定図は流域治水の推進を目的としたものであり、水防法に基づく図ではありません。

「国土地理院の電子地形図25000 『河和』『半田』『刈谷』『鳴海』『名古屋南部』『名古屋北部』『吉田』『蒲郡』『西尾』『幸田』『安城』『岡崎』『知立』『豊田南部』『平針』『豊田北部』『瀬戸』『猿投山』を掲載」

この地図は、国土地理院長の承認を得て、電子地形図25000（国土地理院）を加工して作成「測量法に基づく国土地理院長承認（使用）R7JHs960 」

対象となる河川
矢作川流域

付図



令和8年3月18日公表年月日(１)

国土交通省中部地方整備局
・豊橋河川事務所：矢作川水系矢作川流域

作成主体及び
対象となる流域

（２）

左岸：愛知県豊田市川田町二丁目二十九番地先から海まで
右岸：愛知県豊田市荒井町松島三百二十一番四地先から海まで

【豊橋河川事務所】
矢作川水系矢作川

実施区間
「国管理河川の
みを記載、他河
川は付図参照」

（３）

年超過確率1/50(対象河川流域の2日の総雨量２８６mm)矢作川水系矢作川

算出の前提と
なる降雨

（４）

年超過確率1/50(対象河川流域の24時間総雨量３１６mm）矢作川水系鹿乗川、家下川、安永川、籠川

年超過確率1/50(対象河川流域の24時間総雨量２６９mm）矢作川水系矢作古川・広田川

年超過確率1/50(対象河川流域の2日の総雨量３４４mm)矢作川水系乙川

年超過確率1/50(対象河川流域の24時間総雨量２５６mm）矢作川水系青木川

年超過確率1/50(対象河川流域の24時間総雨量２６１mm）矢作川水系巴川

年超過確率1/50(対象河川流域の24時間総雨量３１０mm）矢作川水系加茂川、市木川

年超過確率1/50(対象河川流域の24時間総雨量２５１mm）その他河川及び下水道等【鹿乗川流域】

年超過確率1/50(対象河川流域の24時間総雨量２４２mm）その他河川及び下水道等【矢作古川・広田川流域】

年超過確率1/50(対象河川流域の24時間総雨量２５０mm）その他河川及び下水道等【乙川流域】

年超過確率1/50(対象河川流域の24時間総雨量２６１mm）その他河川及び下水道等【家下川流域】

年超過確率1/50(対象河川流域の24時間総雨量２５６mm）その他河川及び下水道等【青木川流域】

年超過確率1/50(対象河川流域の24時間総雨量２６１mm）その他河川及び下水道等【巴川流域】

年超過確率1/50(対象河川流域の24時間総雨量２７９mm）その他河川及び下水道等【安永川流域】

年超過確率1/50(対象河川流域の24時間総雨量２７９mm）その他河川及び下水道等【加茂川流域】

年超過確率1/50(対象河川流域の24時間総雨量２７９mm）その他河川及び下水道等【市木川流域】

年超過確率1/50(対象河川流域の24時間総雨量２６８mm）その他河川及び下水道等【籠川流域】

矢作川、鹿乗川、西鹿乗川、矢作古川、広田川、須美川、安藤川、占部川、砂川、柳川、相見川、尾浜川、赤川、
乙川、伊賀川、家下川、青木川、真福寺川、巴川、安永川、加茂川、市木川、籠川、水無瀬川：現況
※矢作川水系の流入河川・派川を対象としています。

河道条件（５）

・施設条件：現況
・その他の計算条件等：このシミュレーションは、一部の下水道等の排水施設は一定の排水能力があるものとみ
なし、地形の高低差などから浸水が想定される範囲やその深さを求めたものであり、時間経過に伴う下水道等の
排水施設への流入や溢水を考慮した詳細なシミュレーション結果とは想定される水深・浸水継続時間が異なる場
合があります。
：下水道等のシミュレーションにおいては、排水先の水位を対象降雨に応じた水位に設定
：排水ポンプ・水門・樋門等は操作規則に応じた排水条件を設定

下水道等条件（6）

岡崎市、碧南市、豊田市、安城市、西尾市、幸田町関係市町（7）

①この図は、対象となる主要河川（洪水予報河川及び水位周知河川）・その他河川（主要河川以外の一級・二級
河川）・下水道等（準用河川、普通河川、各種排水路）で越水・破堤した場合の浸水想定範囲を図示しています。
②この図は、対象となる矢作川水系の河川の河口から上流において、一定の条件で越水・破堤させたときの氾濫
解析結果を基に作成したものです。
③氾濫計算は、対象区間をおよそ25m間隔の格子（計算メッシュという）に分割し、これを1単位として水深を計算
しているため、微地形による影響が反映できない場合があります。
④洪水浸水想定区域は、氾濫計算結果から計算メッシュ毎の想定浸水位を算出し、隣接する計算メッシュとの連
続性や連続盛土構造物（道路や鉄道の盛土など）等を考慮して図化しています。
⑤下水道等の氾濫解析については、氾濫域のメッシュ格子に直接降雨（降雨量に流出率を乗じた値）を与える手
法としており、浸水範囲が過大となるおそれがあるため、10cm未満のメッシュ格子は「浸水なし」と評価しています。
⑥この図は、矢作川洪水浸水想定区域図（想定最大規模）の浸水範囲のうち矢作川流域を対象として作成してい
ます。
なお、解析モデルの設定にあたり、矢作川洪水浸水想定区域図（想定最大規模）の浸水範囲以外もモデル化・図
化している場合があります。

その他
計算条件等

（8）

別紙3

２．基本事項等



矢作川水系 内外水統合の浸水想定図（1/100規模降雨）
【現況河道】

１．説明文
（１）この浸水想定図は、流域治水の推進を目的として、国管理河川に加えて都道府県管理河川や雨水出水による氾濫についても考慮し

たものであり、年超過確率１／１００（毎年、１年間にその規模を超える降雨が発生する確率が１／１００（１％））の降雨により浸水した
場合に想定される、浸水範囲と浸水深を表示した図面です。

（２）この浸水想定図は、現況の矢作川等の河道や洪水調節施設、下水道及び各種排水路の整備状況等を勘案して、年超過確率１／１
００（毎年、１年間にその規模を超える降雨が発生する確率が１／１００（１％））の降雨に伴う洪水による矢作川等の氾濫及び雨水出
水による氾濫が発生した場合の浸水の状況をシミュレーションにより算出したものです。

（３）このシミュレーションの前提となる降雨や河道条件、地形条件等によって結果は異なり、あくまでも一つのシミュレーション結果ですの
で、この浸水想定区域内に含まれていない地区においても浸水が発生する場合や想定される水深が実際の浸水深と異なる場合があ
ります。

（４）この浸水想定図は、前提となる降雨の確率規模や時空間分布、計算手法等の違いにより、洪水浸水想定区域図や内水浸水想定区
域図、河川整備計画の策定時又は各種事業計画立案時に事業効果を説明するために用いたシミュレーション結果等とは異なる場合
があります。

２．基本事項等
別紙4参照

※この多段階の浸水想定図は流域治水の推進を目的としたものであり、水防法に基づく図ではありません。

「国土地理院の電子地形図25000 『河和』『半田』『刈谷』『鳴海』『名古屋南部』『名古屋北部』『吉田』『蒲郡』『西尾』『幸田』『安城』『岡崎』『知立』『豊田南部』『平針』『豊田北部』『瀬戸』『猿投山』を掲載」

この地図は、国土地理院長の承認を得て、電子地形図25000（国土地理院）を加工して作成「測量法に基づく国土地理院長承認（使用）R7JHs960 」

対象となる河川
矢作川流域

付図



令和8年3月18日公表年月日(１)

国土交通省中部地方整備局
・豊橋河川事務所：矢作川水系矢作川流域

作成主体及び
対象となる流域

（２）

左岸：愛知県豊田市川田町二丁目二十九番地先から海まで
右岸：愛知県豊田市荒井町松島三百二十一番四地先から海まで

【豊橋河川事務所】
矢作川水系矢作川

実施区間
「国管理河川の
みを記載、他河
川は付図参照」

（３）

年超過確率1/100(対象河川流域の2日の総雨量３１３mm)矢作川水系矢作川

算出の前提と
なる降雨

（４）

年超過確率1/100(対象河川流域の24時間総雨量３７３mm）矢作川水系鹿乗川、家下川、安永川、籠川

年超過確率1/100(対象河川流域の24時間総雨量２９８mm）矢作川水系矢作古川・広田川

年超過確率1/100(対象河川流域の2日の総雨量３８８mm)矢作川水系乙川

年超過確率1/100(対象河川流域の24時間総雨量２８２mm）矢作川水系青木川

年超過確率1/100(対象河川流域の24時間総雨量２８７mm）矢作川水系巴川

年超過確率1/100(対象河川流域の24時間総雨量３６２mm）矢作川水系加茂川、市木川

年超過確率1/100(対象河川流域の24時間総雨量２７８mm）その他河川及び下水道等【鹿乗川流域】

年超過確率1/100(対象河川流域の24時間総雨量２６２mm）その他河川及び下水道等【矢作古川・広田川流域】

年超過確率1/100(対象河川流域の24時間総雨量２７７mm）その他河川及び下水道等【乙川流域】

年超過確率1/100(対象河川流域の24時間総雨量２９０mm）その他河川及び下水道等【家下川流域】

年超過確率1/100(対象河川流域の24時間総雨量２８２mm）その他河川及び下水道等【青木川流域】

年超過確率1/100(対象河川流域の24時間総雨量２８７mm）その他河川及び下水道等【巴川流域】

年超過確率1/100(対象河川流域の24時間総雨量３２８mm）その他河川及び下水道等【安永川流域】

年超過確率1/100(対象河川流域の24時間総雨量３２８mm）その他河川及び下水道等【加茂川流域】

年超過確率1/100(対象河川流域の24時間総雨量３２８mm）その他河川及び下水道等【市木川流域】

年超過確率1/100(対象河川流域の24時間総雨量３０７mm）その他河川及び下水道等【籠川流域】

矢作川、鹿乗川、西鹿乗川、矢作古川、広田川、須美川、安藤川、占部川、砂川、柳川、相見川、尾浜川、赤川、
乙川、伊賀川、家下川、青木川、真福寺川、巴川、安永川、加茂川、市木川、籠川、水無瀬川：現況
※矢作川水系の流入河川・派川を対象としています。

河道条件（５）

・施設条件：現況
・その他の計算条件等：このシミュレーションは、一部の下水道等の排水施設は一定の排水能力があるものとみ
なし、地形の高低差などから浸水が想定される範囲やその深さを求めたものであり、時間経過に伴う下水道等の
排水施設への流入や溢水を考慮した詳細なシミュレーション結果とは想定される水深・浸水継続時間が異なる場
合があります。
：下水道等のシミュレーションにおいては、排水先の水位を対象降雨に応じた水位に設定
：排水ポンプ・水門・樋門等は操作規則に応じた排水条件を設定

下水道等条件（6）

岡崎市、碧南市、豊田市、安城市、西尾市、幸田町関係市町（7）

①この図は、対象となる主要河川（洪水予報河川及び水位周知河川）・その他河川（主要河川以外の一級・二級
河川）・下水道等（準用河川、普通河川、各種排水路）で越水・破堤した場合の浸水想定範囲を図示しています。
②この図は、対象となる矢作川水系の河川の河口から上流において、一定の条件で越水・破堤させたときの氾濫
解析結果を基に作成したものです。
③氾濫計算は、対象区間をおよそ25m間隔の格子（計算メッシュという）に分割し、これを1単位として水深を計算
しているため、微地形による影響が反映できない場合があります。
④洪水浸水想定区域は、氾濫計算結果から計算メッシュ毎の想定浸水位を算出し、隣接する計算メッシュとの連
続性や連続盛土構造物（道路や鉄道の盛土など）等を考慮して図化しています。
⑤下水道等の氾濫解析については、氾濫域のメッシュ格子に直接降雨（降雨量に流出率を乗じた値）を与える手
法としており、浸水範囲が過大となるおそれがあるため、10cm未満のメッシュ格子は「浸水なし」と評価しています。
⑥この図は、矢作川洪水浸水想定区域図（想定最大規模）の浸水範囲のうち矢作川流域を対象として作成してい
ます。
なお、解析モデルの設定にあたり、矢作川洪水浸水想定区域図（想定最大規模）の浸水範囲以外もモデル化・図
化している場合があります。

その他
計算条件等

（8）

別紙4

２．基本事項等



矢作川水系 内外水統合の浸水想定図（1/150規模降雨）
【現況河道】

１．説明文
（１）この浸水想定図は、流域治水の推進を目的として、国管理河川に加えて都道府県管理河川や雨水出水による氾濫についても考慮し

たものであり、年超過確率１／１５０（毎年、１年間にその規模を超える降雨が発生する確率が１／１５０（０．７％））の降雨により浸水し
た場合に想定される、浸水範囲と浸水深を表示した図面です。

（２）この浸水想定図は、現況の矢作川等の河道や洪水調節施設、下水道及び各種排水路の整備状況等を勘案して、年超過確率１／１
５０（毎年、１年間にその規模を超える降雨が発生する確率が１／１５０（０．７％））の降雨に伴う洪水による矢作川等の氾濫及び雨水
出水による氾濫が発生した場合の浸水の状況をシミュレーションにより算出したものです。

（３）このシミュレーションの前提となる降雨や河道条件、地形条件等によって結果は異なり、あくまでも一つのシミュレーション結果ですの
で、この浸水想定区域内に含まれていない地区においても浸水が発生する場合や想定される水深が実際の浸水深と異なる場合があ
ります。

（４）この浸水想定図は、前提となる降雨の確率規模や時空間分布、計算手法等の違いにより、洪水浸水想定区域図や内水浸水想定区
域図、河川整備計画の策定時又は各種事業計画立案時に事業効果を説明するために用いたシミュレーション結果等とは異なる場合
があります。

２．基本事項等
別紙5参照

※この多段階の浸水想定図は流域治水の推進を目的としたものであり、水防法に基づく図ではありません。

「国土地理院の電子地形図25000 『河和』『半田』『刈谷』『鳴海』『名古屋南部』『名古屋北部』『吉田』『蒲郡』『西尾』『幸田』『安城』『岡崎』『知立』『豊田南部』『平針』『豊田北部』『瀬戸』『猿投山』を掲載」

この地図は、国土地理院長の承認を得て、電子地形図25000（国土地理院）を加工して作成「測量法に基づく国土地理院長承認（使用）R7JHs960 」

対象となる河川
矢作川流域

付図



令和8年3月18日公表年月日(１)

国土交通省中部地方整備局
・豊橋河川事務所：矢作川水系矢作川流域

作成主体及び
対象となる流域

（２）

左岸：愛知県豊田市川田町二丁目二十九番地先から海まで
右岸：愛知県豊田市荒井町松島三百二十一番四地先から海まで

【豊橋河川事務所】
矢作川水系矢作川

実施区間
「国管理河川の
みを記載、他河
川は付図参照」

（３）

年超過確率1/150(対象河川流域の2日の総雨量３２１mm)矢作川水系矢作川

算出の前提と
なる降雨

（４）

年超過確率1/150(対象河川流域の24時間総雨量４１０mm）矢作川水系鹿乗川、家下川、安永川、籠川

年超過確率1/150(対象河川流域の24時間総雨量３１４mm）矢作川水系矢作古川・広田川

年超過確率1/150(対象河川流域の2日の総雨量４１６mm)矢作川水系乙川

年超過確率1/150(対象河川流域の24時間総雨量２９７mm）矢作川水系青木川

年超過確率1/150(対象河川流域の24時間総雨量３０２mm）矢作川水系巴川

年超過確率1/150(対象河川流域の24時間総雨量３９３mm）矢作川水系加茂川、市木川

年超過確率1/150(対象河川流域の24時間総雨量２９４mm）その他河川及び下水道等【鹿乗川流域】

年超過確率1/150(対象河川流域の24時間総雨量２７４mm）その他河川及び下水道等【矢作古川・広田川流域】

年超過確率1/150(対象河川流域の24時間総雨量２９２mm）その他河川及び下水道等【乙川流域】

年超過確率1/150(対象河川流域の24時間総雨量３０７mm）その他河川及び下水道等【家下川流域】

年超過確率1/150(対象河川流域の24時間総雨量２９７mm）その他河川及び下水道等【青木川流域】

年超過確率1/150(対象河川流域の24時間総雨量３０２mm）その他河川及び下水道等【巴川流域】

年超過確率1/150(対象河川流域の24時間総雨量３５７mm）その他河川及び下水道等【安永川流域】

年超過確率1/150(対象河川流域の24時間総雨量３５７mm）その他河川及び下水道等【加茂川流域】

年超過確率1/150(対象河川流域の24時間総雨量３５７mm）その他河川及び下水道等【市木川流域】

年超過確率1/150(対象河川流域の24時間総雨量３３２mm）その他河川及び下水道等【籠川流域】

矢作川、鹿乗川、西鹿乗川、矢作古川、広田川、須美川、安藤川、占部川、砂川、柳川、相見川、尾浜川、赤川、
乙川、伊賀川、家下川、青木川、真福寺川、巴川、安永川、加茂川、市木川、籠川、水無瀬川：現況
※矢作川水系の流入河川・派川を対象としています。

河道条件（５）

・施設条件：現況
・その他の計算条件等：このシミュレーションは、一部の下水道等の排水施設は一定の排水能力があるものとみ
なし、地形の高低差などから浸水が想定される範囲やその深さを求めたものであり、時間経過に伴う下水道等の
排水施設への流入や溢水を考慮した詳細なシミュレーション結果とは想定される水深・浸水継続時間が異なる場
合があります。
：下水道等のシミュレーションにおいては、排水先の水位を対象降雨に応じた水位に設定
：排水ポンプ・水門・樋門等は操作規則に応じた排水条件を設定

下水道等条件（6）

岡崎市、碧南市、豊田市、安城市、西尾市、幸田町関係市町（7）

①この図は、対象となる主要河川（洪水予報河川及び水位周知河川）・その他河川（主要河川以外の一級・二級
河川）・下水道等（準用河川、普通河川、各種排水路）で越水・破堤した場合の浸水想定範囲を図示しています。
②この図は、対象となる矢作川水系の河川の河口から上流において、一定の条件で越水・破堤させたときの氾濫
解析結果を基に作成したものです。
③氾濫計算は、対象区間をおよそ25m間隔の格子（計算メッシュという）に分割し、これを1単位として水深を計算
しているため、微地形による影響が反映できない場合があります。
④洪水浸水想定区域は、氾濫計算結果から計算メッシュ毎の想定浸水位を算出し、隣接する計算メッシュとの連
続性や連続盛土構造物（道路や鉄道の盛土など）等を考慮して図化しています。
⑤下水道等の氾濫解析については、氾濫域のメッシュ格子に直接降雨（降雨量に流出率を乗じた値）を与える手
法としており、浸水範囲が過大となるおそれがあるため、10cm未満のメッシュ格子は「浸水なし」と評価しています。
⑥この図は、矢作川洪水浸水想定区域図（想定最大規模）の浸水範囲のうち矢作川流域を対象として作成してい
ます。
なお、解析モデルの設定にあたり、矢作川洪水浸水想定区域図（想定最大規模）の浸水範囲以外もモデル化・図
化している場合があります。

その他
計算条件等

（8）

別紙5

２．基本事項等



浸水が想定される範囲を表示

矢作川水系 内外水統合の氾濫を想定した水害リスクマップ
【現況河道】

１．説明文
（１）この水害リスクマップは、流域治水の推進を目的として、国管理河川に加えて都道府県管理河川や雨水出水による氾濫についても

考慮し、年超過確率１／１０、１／３０、１／５０、１／１００、１／１５０、想定最大規模の降雨により浸水した場合に想定される多段階の
浸水想定図を重ね合わせたものであり、年超過確率ごとの浸水範囲（浸水発生）を示した図面です。

（２）この水害リスクマップは、現況の矢作川等の河道や洪水調節施設、下水道及び各種排水路の整備状況等を勘案して、年超過確率１
／１０（毎年、１年間にその規模を超える降雨が発生する確率が１／１０（１０％））、年超過確率１／３０（毎年、１年間にその規模を超
える降雨が発生する確率が１／３０（３％））、年超過確率１／５０（毎年、１年間にその規模を超える降雨が発生する確率が１／５０
（２％））、年超過確率１／１００（毎年、１年間にその規模を超える降雨が発生する確率が１／１００（１％）、年超過確率１／１５０（毎年、
１年間にその規模を超える降雨が発生する確率が１／１５０（０．７％） ）の降雨に伴う洪水による矢作川等の氾濫及び雨水出水による
氾濫が発生した場合の浸水の状況をシミュレーションにより算出したものです。

（３）このシミュレーションの前提となる降雨や河道条件、地形条件等によって結果は異なり、あくまでも一つのシミュレーション結果ですの
で、この水害リスクマップに示されている年超過確率と浸水頻度が異なる場合や、浸水範囲に含まれていない地区においても浸水が
発生する場合があります。

（４）この水害リスクマップは、前提となる降雨の確率規模や時空間分布、計算手法等の違いにより、洪水浸水想定区域図や内水浸水想
定区域図、河川整備計画の策定時又は各種事業計画立案時に事業効果を説明するために用いたシミュレーション結果等とは異なる
場合があります。

（５）想定最大規模の浸水範囲は、水防法に基づき令和元年6月に指定・公表したものを表示しているため、河道条件が異なります。

２．基本事項等
別紙6参照

※この水害リスクマップは流域治水の推進を目的としたものであり、水防法に基づく図ではありません。

「国土地理院の電子地形図25000 『河和』『半田』『刈谷』『鳴海』『名古屋南部』『名古屋北部』『吉田』『蒲郡』『西尾』『幸田』『安城』『岡崎』『知立』『豊田南部』『平針』『豊田北部』『瀬戸』『猿投山』を掲載」

この地図は、国土地理院長の承認を得て、電子地形図25000（国土地理院）を加工して作成「測量法に基づく国土地理院長承認（使用）R7JHs960 」

対象となる河川
矢作川流域

付図



浸水深50cm（床上浸水相当）以上の浸水が想定される範囲を表示

矢作川水系 内外水統合の氾濫を想定した水害リスクマップ
【現況河道】

１．説明文
（１）この水害リスクマップは、流域治水の推進を目的として、国管理河川に加えて都道府県管理河川や雨水出水による氾濫についても

考慮し、年超過確率１／１０、１／３０、１／５０、１／１００、１／１５０、想定最大規模の降雨により浸水した場合に想定される多段階の
浸水想定図を重ね合わせたものであり、年超過確率ごとの浸水範囲（浸水深50cm（床上浸水相当）以上）を示した図面です。

（２）この水害リスクマップは、現況の矢作川等の河道や洪水調節施設、下水道及び各種排水路の整備状況等を勘案して、年超過確率１
／１０（毎年、１年間にその規模を超える降雨が発生する確率が１／１０（１０％））、年超過確率１／３０（毎年、１年間にその規模を超
える降雨が発生する確率が１／３０（３％））、年超過確率１／５０（毎年、１年間にその規模を超える降雨が発生する確率が１／５０
（２％））、年超過確率１／１００（毎年、１年間にその規模を超える降雨が発生する確率が１／１００（１％）、年超過確率１／１５０（毎年、
１年間にその規模を超える降雨が発生する確率が１／１５０（０．７％） ）の降雨に伴う洪水による矢作川等の氾濫及び雨水出水による
氾濫が発生した場合の浸水の状況をシミュレーションにより算出したものです。

（３）このシミュレーションの前提となる降雨や河道条件、地形条件等によって結果は異なり、あくまでも一つのシミュレーション結果ですの
で、この水害リスクマップに示されている年超過確率と浸水頻度が異なる場合や、浸水範囲に含まれていない地区においても浸水が
発生する場合があります。

（４）この水害リスクマップは、前提となる降雨の確率規模や時空間分布、計算手法等の違いにより、洪水浸水想定区域図や内水浸水想
定区域図、河川整備計画の策定時又は各種事業計画立案時に事業効果を説明するために用いたシミュレーション結果等とは異なる
場合があります。

（５）想定最大規模の浸水範囲は、水防法に基づき令和元年6月に指定・公表したものを表示しているため、河道条件が異なります。

２．基本事項等
別紙6参照

※この水害リスクマップは流域治水の推進を目的としたものであり、水防法に基づく図ではありません。

「国土地理院の電子地形図25000 『河和』『半田』『刈谷』『鳴海』『名古屋南部』『名古屋北部』『吉田』『蒲郡』『西尾』『幸田』『安城』『岡崎』『知立』『豊田南部』『平針』『豊田北部』『瀬戸』『猿投山』を掲載」

この地図は、国土地理院長の承認を得て、電子地形図25000（国土地理院）を加工して作成「測量法に基づく国土地理院長承認（使用）R7JHs960 」

対象となる河川
矢作川流域

付図



浸水深3m（1階居室浸水相当）以上の浸水が想定される範囲を表示

矢作川水系 内外水統合の氾濫を想定した水害リスクマップ
【現況河道】

１．説明文
（１）この水害リスクマップは、流域治水の推進を目的として、国管理河川に加えて都道府県管理河川や雨水出水による氾濫についても

考慮し、年超過確率１／１０、１／３０、１／５０、１／１００、１／１５０、想定最大規模の降雨により浸水した場合に想定される多段階の
浸水想定図を重ね合わせたものであり、年超過確率ごとの浸水範囲（浸水深3m（1階居室浸水相当）以上）を示した図面です。

（２）この水害リスクマップは、現況の矢作川等の河道や洪水調節施設、下水道及び各種排水路の整備状況等を勘案して、年超過確率１
／１０（毎年、１年間にその規模を超える降雨が発生する確率が１／１０（１０％））、年超過確率１／３０（毎年、１年間にその規模を超
える降雨が発生する確率が１／３０（３％））、年超過確率１／５０（毎年、１年間にその規模を超える降雨が発生する確率が１／５０
（２％））、年超過確率１／１００（毎年、１年間にその規模を超える降雨が発生する確率が１／１００（１％）、年超過確率１／１５０（毎年、
１年間にその規模を超える降雨が発生する確率が１／１５０（０．７％） ）の降雨に伴う洪水による矢作川等の氾濫及び雨水出水による
氾濫が発生した場合の浸水の状況をシミュレーションにより算出したものです。

（３）このシミュレーションの前提となる降雨や河道条件、地形条件等によって結果は異なり、あくまでも一つのシミュレーション結果ですの
で、この水害リスクマップに示されている年超過確率と浸水頻度が異なる場合や、浸水範囲に含まれていない地区においても浸水が
発生する場合があります。

（４）この水害リスクマップは、前提となる降雨の確率規模や時空間分布、計算手法等の違いにより、洪水浸水想定区域図や内水浸水想
定区域図、河川整備計画の策定時又は各種事業計画立案時に事業効果を説明するために用いたシミュレーション結果等とは異なる
場合があります。

（５）想定最大規模の浸水範囲は、水防法に基づき令和元年6月に指定・公表したものを表示しているため、河道条件が異なります。

２．基本事項等
別紙6参照

※この水害リスクマップは流域治水の推進を目的としたものであり、水防法に基づく図ではありません。

「国土地理院の電子地形図25000 『河和』『半田』『刈谷』『鳴海』『名古屋南部』『名古屋北部』『吉田』『蒲郡』『西尾』『幸田』『安城』『岡崎』『知立』『豊田南部』『平針』『豊田北部』『瀬戸』『猿投山』を掲載」

この地図は、国土地理院長の承認を得て、電子地形図25000（国土地理院）を加工して作成「測量法に基づく国土地理院長承認（使用）R7JHs960 」

対象となる河川
矢作川流域

付図



令和8年3月18日公表年月日(１)

国土交通省中部地方整備局
・豊橋河川事務所：矢作川水系矢作川流域

作成主体及び
対象となる流域

（２）

左岸：愛知県豊田市川田町二丁目二十九番地先から海まで
右岸：愛知県豊田市荒井町松島三百二十一番四地先から海まで

【豊橋河川事務所】
矢作川水系矢作川

実施区間
「国管理河川の
みを記載、他河
川は付図参照」

（３）

１／１５０１／１００１／５０１／３０１／１０年超過確率１／○の流域毎の総雨量

算出の前提と
なる降雨

（４）

３２１㎜３１３㎜２８６㎜２６６㎜２２１㎜矢作川水系矢作川流域の２日間の総雨量

４１０㎜３７３㎜３１６㎜２７７㎜２０５㎜
矢作川水系鹿乗川流域、家下川流域、安永川流域、籠川流域
の２４時間の総雨量

３１４㎜２９８㎜２６９㎜２４８㎜２０２㎜矢作川水系矢作古川・広田川流域の２４時間の総雨量

４１６㎜３８８㎜３４４㎜３１２㎜２４６㎜矢作川水系乙川流域の２日間の総雨量

２９７㎜２８２㎜２５６㎜２３６㎜１９３㎜矢作川水系青木川流域の２４時間の総雨量

３０２㎜２８７㎜２６１㎜２４１㎜１９８㎜矢作川水系巴川流域の２４時間の総雨量

３９３㎜３６２㎜３１０㎜２７３㎜２０２㎜矢作川水系加茂川流域、市木川流域の２４時間の総雨量

２９４㎜２７８㎜２５１㎜２３４㎜１８６㎜その他河川及び下水道等【鹿乗川流域】２４時間の総雨量

２７４㎜２６２㎜２４２㎜２２６㎜１９２㎜その他河川及び下水道等【矢作古川・広田川流域】２４時間の総雨量

２９２㎜２７７㎜２５０㎜２３０㎜１８６㎜その他河川及び下水道等【乙川流域】２４時間の総雨量

３０７㎜２９０㎜２６１㎜２３９㎜１９２㎜その他河川及び下水道等【家下川流域】２４時間の総雨量

２９７㎜２８２㎜２５６㎜２３６㎜１９３㎜その他河川及び下水道等【青木川流域】２４時間の総雨量

３０２㎜２８７㎜２６１㎜２４１㎜１９８㎜その他河川及び下水道等【巴川流域】２４時間の総雨量

３５７㎜３２８㎜２７９㎜２４６㎜１８５㎜その他河川及び下水道等【安永川流域】２４時間の総雨量

３５７㎜３２８㎜２７９㎜２４６㎜１８５㎜その他河川及び下水道等【加茂川流域】２４時間の総雨量

３５７㎜３２８㎜２７９㎜２４６㎜１８５㎜その他河川及び下水道等【市木川流域】２４時間の総雨量

３３２㎜３０７㎜２６８㎜２４１㎜１８７㎜その他河川及び下水道等【籠川流域】２４時間の総雨量

想定最大規模（矢作川流域の２日間の総雨量 ６８３㎜）

矢作川、鹿乗川、西鹿乗川、矢作古川、広田川、須美川、安藤川、占部川、砂川、柳川、相見川、尾浜川、赤川、乙
川、伊賀川、家下川、青木川、真福寺川、巴川、安永川、加茂川、市木川、籠川、水無瀬川：現況
※矢作川水系の流入河川・派川を対象としています。

河道条件（５）

・施設条件：現況
・その他の計算条件等：このシミュレーションは、一部の下水道等の排水施設は一定の排水能力があるものとみなし、
地形の高低差などから浸水が想定される範囲やその深さを求めたものであり、時間経過に伴う下水道等の排水施設
への流入や溢水を考慮した詳細なシミュレーション結果とは想定される水深・浸水継続時間が異なる場合があります。
：下水道等のシミュレーションにおいては、排水先の水位を対象降雨に応じた水位に設定
：排水ポンプ・水門・樋門等は操作規則に応じた排水条件を設定

下水道等条件（6）

岡崎市、碧南市、刈谷市、豊田市、安城市、西尾市、知立市、高浜市、幸田町関係市町（7）

①この図は、対象となる主要河川（洪水予報河川及び水位周知河川）・その他河川（主要河川以外の一級・二級河
川）・下水道等（準用河川、普通河川、各種排水路）で越水・破堤した場合の浸水想定範囲を図示しています。
②この図は、対象となる矢作川水系の河川の河口から上流において、一定の条件で越水・破堤させたときの氾濫解
析結果を基に作成したものです。
③氾濫計算は、対象区間をおよそ25m間隔の格子（計算メッシュという）に分割し、これを1単位として水深を計算して
いるため、微地形による影響が反映できない場合があります。
④洪水浸水想定区域は、氾濫計算結果から計算メッシュ毎の想定浸水位を算出し、隣接する計算メッシュとの連続
性や連続盛土構造物（道路や鉄道の盛土など）等を考慮して図化しています。
⑤下水道等の氾濫解析については、氾濫域のメッシュ格子に直接降雨（降雨量に流出率を乗じた値）を与える手法と
しており、浸水範囲が過大となるおそれがあるため、10cm未満のメッシュ格子は「浸水なし」と評価しています。
⑥この図は、矢作川洪水浸水想定区域図（想定最大規模）の浸水範囲のうち矢作川流域を対象として作成していま
す。
なお、解析モデルの設定にあたり、矢作川洪水浸水想定区域図（想定最大規模）の浸水範囲以外もモデル化・図化
している場合があります。

その他
計算条件等

（8）

別紙6

２．基本事項等


